
　ＢＩＭ／ＣＩＭを支える技術

川
田
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム設計シミュレーションで業務を劇的に省力化

富
士
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
サ

チ
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本

ＲａｉｌｗａｙＥｙｅ５．２を提供開始

千
代
田
測
器

誰でも簡単に扱える３Ｄレーザースキャナー

オ
フ

ス
ケ
イ
ワ
ン建コンとメーカーの「ギャップ」解消

（９） （第三種郵便物認可）２０２４年（令和６年）１０月３１日　（木曜日） 【企　画】第２部

　
川
田
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
は



３
Ｄ
オ
リ
エ
ン
テ

ド

の
コ

ン
セ
プ
ト
を
掲
げ

最
先
端
の
情

報
共
有
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
や
土

木
系
３
次
元
設
計
Ｃ
Ａ
Ｄ
﹃
Ｖ
｜

ｎ
ａ
ｓ
Ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｒ
﹄
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
ソ

リ


シ

ン
を
提
供
し

イ
ン

フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
︵
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ


メ

シ

ン
︶
を

支
援
し
て
い
る

豊
田
純
教
上
席

執
行
役
員
開
発
本
部
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
開
発
部
長
は
﹁
３
次
元
モ

デ
ル
の
作
成
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

の
ゴ

ル
と
い
う
概
念
を
払
拭
し

た
い

図
面
や
３
次
元
モ
デ
ル


属
性
情
報

シ
ミ

レ

シ

ン

シ
ス
テ
ム
な
ど
が
連
動
し

さ
ま

ざ
ま
な
検
証
を
即
座
に
行
い

設

計
者
の
劇
的
な
業
務
省
力
化
と
品

質
の
向
上
を
実
現
す
る
﹂と
話
す


　
具
体
的
に
は

点
群
や
３
次
元

測
量
デ

タ
が
な
い
状
態
で

設

計
者
が
２
次
元
図
面
の
イ
メ

ジ

で
設
計
に
着
手
で
き

３
次
元
空

間
内
に
一
元
化
し
た
属
性
情
報
を

付
与
し
た
デ

タ
か
ら

２
次
元

図
面
や
数
量
表
な
ど
を
自
動
作
成

す
る
こ
と
で

２
次
元
設
計
業
務

の
成
果
品
と
し
て
も
活
用
で
き

る

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
物
件

現

状
の
２
次
元
設
計
物
件
の
双
方
に

使
え
る
デ

ア
ル
ユ

ス
の
運
用

が
可
能
と
な
る


　
３
次
元
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
メ

リ

ト
を
最
大
化
す
る
た
め

任

意
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
即
座
に
シ
ミ


レ

シ

ン
す
る
機
能
も
提
供

す
る

﹁
例
え
ば
交
差
点
の
排
水

計
画
を
検
討
す
る
際

２
次
元
図

面
で
は
勾
配
を
等
高
線
で
表
す

が

雨
水
が
ど
こ
に
流
れ
る
か
を

理
解
す
る
の
は
難
し
い

３
次
元

空
間
で
雨
水
の
拡
散
を
シ
ミ

レ


シ

ン
す
れ
ば
ど
こ
に
水
が
た

ま
り

流
れ
る
の
か
を
ひ
と
目
で

理
解
で
き
る
﹂
と
説
明
す
る

実

務
に
必
要
な
レ
ベ
ル
の
ビ
ジ

ア

ル
を
即
座
に
付
与
す
る
レ
ン
ダ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
も
提
供
す
る


　
設
計
変
更
が
必
要
に
な

た
と

き
も
シ
ミ

レ

シ

ン
を
活
用

す
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ

ン
を

作
成
し

３
次
元
空
間
で
検
討
で

き
る

﹁
手
作
業
で
は
多
く
の

パ
タ

ン
を
作
る
の
に
限
界
が
あ

る
が

シ
ミ

レ

シ

ン
を
活

用
す
れ
ば
多
数
の
案
を
す
ぐ
に
作

成
し

設
計
者
の
考
え
に
な
い
パ

タ

ン
も
作
り
出
す
た
め

設
計

を
ク
リ
エ

テ

ブ
に
で
き
る
﹂

と
効
果
は
大
き

い


　
ま
た

構
造
物

を
配
置
検
討
し
た

履
歴
を
残
す
こ
と

で
決
定
根
拠
を
後

工
程
に
伝
達
で
き

る

こ
れ
ら
の
機

能
を
活
用
し


﹁
従
来
の
図
面
と

３
次
元
モ
デ
ル
に

加
え
て
シ
ミ

レ


シ

ン
を
活
用

し
た
３
次
元
動
画

も
発
注
者
に
納
品

す
れ
ば

維
持
管

理
段
階
で
問
題
が

起
き
た
と
き
も
設

計
意
図
を
確
認

し

素
早
い
対
応

が
可
能
に
な
る
﹂

と
展
望
す
る


樋口氏

面
ト
ル
使
用
風
景

　
測
量
機
器
の
販
売
・
修
理
・
レ

ン
タ
ル
な
ど
を
主
な
事
業
と
す
る

千
代
田
測
器
︵
東
京
都
台
東
区
︶

は

ト
プ
コ
ン
の
３
Ｄ
レ

ザ


ス
キ

ナ

﹁
Ｅ
Ｓ
Ｎ

１
０
０

︵
面
ト
ル
︶
﹂
の
取
り
扱
い
を
始

め
た

使
い
や
す
さ
に
フ


カ

ス
し
た
製
品
で

計
測
の
自
動
化

に
よ
り
誰
で
も
簡
単
・
確
実
に
３

次
元
測
量
が
で
き
る


　
面
ト
ル
は

整
準
作
業
や
タ


ゲ

ト
検
出
の
自
動
化
に
よ
り


誰
で
も
簡
単
に
扱
え
る
操
作
性
を

実
現
し
て
い
る
こ
と
が
最
大
の
特

長
だ

千
代
田
測
器
ソ
リ


シ


ン
営
業
部
Ｉ
Ｃ
Ｔ
営
業
グ
ル


プ
の
樋
口
翔
大
係
長
は
﹁
専
用
フ



ル
ド
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
﹃
Ｔ
ｏ

ｐ
ｃ
ｏ
ｎ
　
Ｒ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｓ

ｃ
ａ
ｎ
﹄
を
イ
ン
ス
ト

ル
し
た

タ
ブ
レ

ト
端
末
か
ら
操
作
す
る

よ
う
に
な

て
お
り

本
製
品
と

同
じ
ト
プ
コ
ン
製
で
多
く
の
現
場

で
採
用
さ
れ
て
い
る
レ
イ
ア
ウ
ト

ナ
ビ
ゲ

タ

﹃
Ｌ
Ｎ

１
５
０

︵
杭
ナ
ビ
︶
﹄
と
操
作
方
法
が
似

て
い
る
た
め

杭
ナ
ビ
ユ

ザ


で
あ
れ
ば
違
和
感
な
く
使
え
る
製

品
だ
﹂
と
説
明
す
る


　
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
自
動
的

に
整
準
し

未
経
験
者
で
も
す
ば

や
く
正
確
に
器
械
を
設
置
で
き

る

タ

ゲ

ト
の
検
出
も
自
動

化
し
て
お
り

最
大
１
０
０

ま

で
対
応
可
能
と
し
て
い
る


　
ス
キ

ン
し
た
複
数
デ

タ
を

自
動
で
結
合
し

そ
の
場
で
計
測

結
果
を
確
認
で
き
る
た
め

次
に

ど
こ
を
ス
キ

ン
す
れ
ば
良
い
の

か
把
握
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
ら

れ
る

取
得
し
た
デ

タ
は

操

作
用
の
タ
ブ
レ

ト
で
設
計
デ


タ
や
過
去
の
ス
キ

ン
デ

タ
と

比
較
す
る
こ
と
も
可
能
で

土
量

計
算
や
日
々
の
進
捗
管
理

出
来

形
確
認
な
ど
も
現
場
で
完
了
で
き

る

デ

タ
は
市
販
の

点
群
処
理
ソ
フ
ト
ウ


ア
に
直
接
入
力
で
き
る

形
式
に
な

て
お
り


Ｕ
Ｓ
Ｂ
で
デ

タ
を
抜

き
出
し
て
そ
の
ま
ま
活

用
で
き
る


　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の

普
及
と
と
も
に

３
次

元
点
群
デ

タ
が
測
量

作
業
の
効
率
化
に
貢
献

す
る
こ
と
へ
の
理
解
が

進
ん
で
い
る

し
か
し

﹁
３
次
元
計
測
に
関
心

は
あ
る
が
取
得
し
た
デ


タ
を
ど
う
使
え
ば
よ

い
か
イ
メ

ジ
し
づ
ら
い
﹂
﹁
デ


タ
処
理
の
方
法
が
導
入
の
ハ


ド
ル
と
感
じ
て
い
る
﹂
﹁
興
味
は

あ
る
が
コ
ス
ト
面
で
手
を
出
し
づ

ら
い
﹂
な
ど

必
要
性
は
感
じ
つ

つ
も
導
入
に
踏
み
切
れ
ず
に
い
る

企
業
の
声
は
少
な
く
な
い


　
樋
口
氏
は
﹁
面
ト
ル
は
操
作
が

簡
単
で
コ
ス
ト
的
に
も
手
頃
な
た

め

３
Ｄ
ス
キ

ナ

を
初
め
て

導
入
し
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る

人
に
も
お
す
す
め
で
き
る
製
品
と

な

て
い
る

当
社
は
面
ト
ル
に

限
ら
ず

さ
ざ
ま
ざ
な
機
材
を
扱


て
い
る
の
で

そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
に
合
わ
せ
て
最
適
な
提
案
が
で

き
る

３
次
元
測
量
の
導
入
を
少

し
で
も
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ

ば

ぜ
ひ
声
を
か
け
て
ほ
し
い
﹂

と
語

た


亀井部長（左）と　　
菅グループリーダー　

CIM-GIRDER

　
橋
梁
Ｃ
Ｉ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
の
開
発

・
販
売

Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ

ビ
ス
提
供

を
手
掛
け
る
オ
フ

ス
ケ
イ
ワ
ン

︵
大
阪
市
︶

主
力
商
品
で
あ
る

鋼
橋
用
Ｃ
Ｉ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｃ
Ｉ

Ｍ

Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
﹂
は
線
形
座

標
か
ら
主
構
造
・
付
属
物
の
数
値

入
力
に
よ
る
パ
ラ
メ
ト
リ

ク
モ

デ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
で

詳
細
度
３

０
０

４
０
０
に
対
応

鋼
橋
の

上
部
工
︵
鈑
桁
橋
・
箱
桁
橋
︶
の

３
Ｄ
Ａ
モ
デ
ル

断
面
図

鋼
材

数
量

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
設
計
照

査
シ

ト
の
出
力
と

Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ

デ
ル
に
よ
る
施
工
管
理
の
高
度
化

を
支
援
す
る


　
こ
の
﹁
Ｃ
Ｉ
Ｍ

Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｅ

Ｒ
﹂
に

２
０
２
４
年
度
版
か
ら

新
機
能
が
追
加
さ
れ
た

オ
プ
シ


ン
機
能
と
し
て
鋼
橋
の
３
次
元

モ
デ
ル
を
用
い

部
材
同
士
の
干

渉
や
近
接

図
面
間
の
不
整
合
も

自
動
で
チ


ク
す
る
﹁
自
動
干

渉
チ


ク
機
能
﹂を
装
備
し
た


現
場
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
フ



ド
バ

ク
し
た
こ
と
で
こ
れ

ま
で
で
あ
れ
ば
最
低
で
８
時
間


長
い
と

時
間
は
か
か
る
作
業

を
２
時
間
程
度
で
完
了
で
き
る


　
技
術
開
発
部
の
亀
井
透
匡
部
長

は﹁
若
手
で
も
ベ
テ
ラ
ン
で
も
同

じ
品
質
の
作
業
が
可
能
と
な
る
﹂

と
説
明
す
る


　
５
月
か
ら
﹁
設
計
属
性
情
報
フ


イ
ル
﹂
の
入
出
力
提
供
も
試
行

開
始
し
た

同
フ

イ
ル
は

設

計
側
の
﹁
自
動
設
計
シ
ス
テ
ム
﹂

か
ら
施
工
側
の
﹁
自
動
原
寸
シ
ス

テ
ム
﹂
へ
の
デ

タ
連
携
を
目
指

し
た
フ


マ

ト
で

日
本
橋

梁
建
設
協
会
︵
橋
建
協
︶
が
作
成

し
た


　

年
４
月

橋
建
協
と
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
は
﹁
橋
梁
技

術
の
デ

タ
連
携
実
装

に
向
け
た
共
同
宣
言
﹂

に

国
土
交
通
省
立
ち

会
い
の
も
と
署
名

両

者
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

を
デ

タ
プ
ラ

ト
フ



ム
と
し
て
活
用
し

後
工
程
で
の
利
用
を
促

進
す
る
こ
と
で
作
業
効

率
化
を
進
め
る
こ
と
で

合
意
し
た

そ
の
背
景

に
あ

た
の
が
﹁
設
計

デ

タ
と
工
場
で
活
用

す
る
デ

タ
形
式
が
異

な
る
た
め

原
寸
を
作

成
す
る
際
に
結
局
デ

タ
を
手
入

力
す
る
と
い
う
二
度
手
間
が
起
き

て
い
る
﹂
︵
亀
井
部
長
︶


　
こ
う
し
た
二
度
手
間
を
減
ら
す

こ
と
を
目
的
に
誕
生
し
た
の
が
同

フ

イ
ル
で

工
場
側
で
の
手
入

力
が
不
要
に
な
る
こ
と
で

時
間

か
か
る
作
業
を

１
時
間
程
度
ま

で
短
縮
で
き
る
と
説
明
す
る


　

年
度
版
は
国
際
標
準
形
式
の

ひ
と
つ
・
Ｉ
Ｆ
Ｃ
形
式
に
つ
い
て

も
標
準
仕
様
で
対
応
可
能
に
な
る

な
ど

バ

ジ

ン
ア

プ
が
図

ら
れ
て
い
る

同
部
技
術
グ
ル


プ
の
菅
功
人
グ
ル

プ
リ

ダ


は
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
﹁
ユ


ザ

に
と

て
よ
り
使
い
や
す
い

モ
デ
ル
へ
着
実
に
進
化
し
た

建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
は
じ
め


広
く
販
売
し
て
い
き
た
い
﹂
と
先

を
見
据
え
る


レール上各位置での信号見通しの支障率 運転手目線と対象信号の見通し
状況を同時に確認可能　　　　

　
富
士
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
サ

チ
と

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

３
次
元
デ

タ

処
理
ソ
フ
ト
﹃
Ｇ
ａ
ｌ
ａ
ｘ
ｙ
｜

Ｅ
ｙ
ｅ
﹄
に
鉄
道
向
け
の
処
理
機

能
を
搭
載
し
た
﹃
Ｒ
ａ
ｉ
ｌ
ｗ
ａ

ｙ
｜
Ｅ
ｙ
ｅ
﹄
の
新
バ

ジ

ン

５
・
２
を
リ
リ

ス
し
た

新
機

能
と
し
て

な
ら
い
測
定

信
号

機
な
ど
の
見
通
し
確
認
機
能


電
車
線
設
備
設
計
支
援
機
能
な
ど

を
実
装
し
た

鉄
道
設
備
の
計
測

や
設
計
業
務
の
Ｄ
Ｘ︵
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ

ン
︶

を
推
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る


　
Ｒ
ａ
ｉ
ｌ
ｗ
ａ
ｙ
｜
Ｅ
ｙ
ｅ

は

富
士
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
サ

チ

と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
共
同
開
発
し
た

ソ
フ
ト
と
な
る

レ

ル
や
架
線

な
ど
鉄
道
設
備
を
対
象
に
取
得
し

た
３
次
元
計
測
デ

タ
を
も
と

に

設
備
の
モ
デ
リ
ン
グ

離
隔

や
設
備
間
の
距
離
計
測

シ
ミ


レ

シ

ン
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
の
が
特
徴
だ


　
今
回
ア

プ
デ

ト
し
た
新
機

能
の
う
ち
﹁
な
ら
い
測
定
﹂は


新
設
工
事
や
保
全
管
理
を
行
う
際

に

一
定
間
隔
の
寸
法
計
測
作
業

が
必
要
と
な
る
が

本
機
能
を
利

用
す
る
こ
と
で
寸
法
を
自
動
抽
出

し

現
地
作
業
者
の
省
人
化
や
パ

ソ
コ
ン
上
で
の
作
業
省
力
化
を
期

待
で
き
る


　﹁
信
号
機
の
見
通
し
確
認
機
能
﹂

で
は

従
来
は
信
号
機
や
標
識

な
ど
の
新
設
・
改
良
工
事
の
際
に

は

運
転
士
の
視
点
か
ら
の
見
通

し
確
認
を
行
う
た
め

夜
間
の
線

路
内
に
脚
立
を
設
置
し

多
く
の

人
工
を
要
し
て
運
転
席
目

線
を
再
現
し
て
作
業
し
て

い
た

今
回
開
発
し
た
信

号
機
の
見
通
し
確
認
機
能

を
活
用
す
る
こ
と
で

既

設
設
備
を
再
現
し
た
点
群

デ

タ
と
新
規
設
備
の
Ｂ

Ｉ
Ｍ
モ
デ
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働き方改革におけるＢＩＭ/ ＣＩＭのメリット
（１３） （第三種郵便物認可）２０２４年（令和６年）１０月３１日　（木曜日） 【企　画】第２部

　これまで土木におけるＢＩＭ／Ｃ
ＩＭモデルは、可視化による活用に
ほぼ限られてきた。第回ＢＩＭ／
ＣＩＭ推進委員会（年７月日）
の資料にもあるように、国土交通省
は『積算・設計変更に関する仕事の
効率化』を先行的に進めていこうと
しており、属性情報を活用すること
で積算・設計作業の簡素化を目指し
ている。当社は土木積算メーカーで
あり、なおかつＢＩＭ／ＣＩＭモデ
ル制作受託やＢＩＭ／ＣＩＭ支援ソ
フトウェアの開発企業の立場から、
いち早くＩＦＣやＢＩＭ／ＣＩＭ属
性に目を向けて本来のＢＩＭ／ＣＩ

Ｍモデルの定義
でもある属性情
報の付与の簡素
化、施工現場の
業務改善、維持
管理業務の効率化に向けて支援して
きた実績を基に、今後は当社の強み
である土木積算に注力し、ＢＩＭ／
ＣＩＭ積算連携に向けてソフトウェ
ア開発を進めていく。（イノベーシ
ョン事業部取締役事業部長）

　ＢＩＭ／ＣＩＭの導入は「業務効
率化」、「生産性の向上」、「安全
性の向上」、そして「働き方改革」
等々の効果が期待されている。建設
業にかかわる労働人口が減少してい
く今、早急に社会的実装を目指さな
ければならない。
　現在、建設分野における国の要領
や制度にはＢＩＭ／ＣＩＭ効果を最
大限活用するための妨げとなるもの
が存在する。このことがボトルネッ
クになり導入による効果の減少があ
ってはいけない。要領、制度などの
大幅な改革は技術の導入に先駆け変

更し、導入後も
運用に合わせた
改変が必要であ
る。
　われわれ情報
共有システムを提供しているＩＴベ
ンダーは、業界一丸となって技術革
新および制度改革について、さまざ
まな提案をおこなっていくことも使
命だと感じている。　（専務取締役）

　ＢＩＭ／ＣＩＭは、３次元モデル
を中心にデジタル技術をどう生かす
かが鍵であり、そこにはさまざまな
可能性が秘められている。弊社は、
建設会社様との共創を通じてこれら
の多様な事例を経験させていただい
ている。例えば、３次元モデルをＡ
Ｒ／ＶＲに活用することで、関係者
間の意思疎通が活性化した。また、
最新鋭ヘッドマウントディスプレイ
を装着して３次元モデルを投影すれ
ば、ハンズフリーで現場の確認や構
造物を設置でき、効率が上がった。
ＡＲをバックホウのガイダンスシス
テムとして応用すると、バケットの

埋設物への接近
を警告でき、安
全性が向上し
た。
　今後も多くの
活用を試すことが大切と実感してい
る。ただ、これらの取り組みに共通
する最も重要な要素は、建設会社様
とともにデジタル技術の可能性に
『わくわく』する感性であった。

（代表取締役）

　ＢＩＭ／ＣＩＭ導入施策の大部分
は建設ライフサイクルの内、設計と
施工段階での適用にフォーカスされ
ている。設計段階で作成されたモデ
ルが施工段階でうまく活用できな
い、竣工後の日々の維持管理や点検
業務、災害復旧のベースデータとし
て利用されないなど、本来なら最も
導入効果の高い維持管理段階での活
用が前提にされていない。つまり最
も効果を享受できるライフサイクル
上流の事業計画段階で情報の活用方
法やシナリオを明確にして発注して
いないことが、その下流段階での導

入効果が実感で
きていない最大
の原因であり、
各段階でのモデ
ル再作成や属性
付与など、本来ＢＩＭソフトが担う
べき不必要な作業が発生する原因で
あり、技術者本来の能力発揮機会を
妨げている。（アジア太平洋地域土
木事業開発部統括部長）

　技術士を持つ人間の多くは、技術
士たる仕事に集中したいと願ってい
るはずだ。しかし多くの技術士は、
頭脳労働だけでなく、むしろ単純作
業、事務作業など技術士がやらなく
てもいい仕事に時間を取られてい
る。単純作業に時間を取られて、技
術士としてのポテンシャルを発揮し
たくても、発揮できない。そこでオ
ープンＢＩＭ（土木含む）の登場だ。
現在のＢＩＭは中途半端に技術士を
苦しめている。単純作業にも頭脳労
働にも時間を取られている中でさら
にＢＩＭを上乗せしている印象だ。

オープンＢＩＭ
で作業フローを
標準化すること
で、単純作業を
高速に行い、技
術士が技術士としての本来の能力を
発揮する時間をより多く創出するこ
とこそ、真に働き方改革と言えるだ
ろう。 　（取締役ＣＴＯ）

　働き方改革は、「労働時間の短縮
と生産性の向上」という、二律背反
的な関係の両立が重要課題にある。
その重要課題の解決には、人のパフ
ォーマンスの向上が必要不可欠であ
ると考える。なぜなら、人の創造力
や能力が向上すれば、生産目標（量
・質・速度）のレベルが上がるから
である。
　当社は２次元設計をする感覚で、
３次元空間にデータを一元管理し、
２次元設計の成果を自動作成するシ
ステムを数年前から提供してい
る。このシステムの目的は、３次元
の合理性を活かして、設計変更や検

討を即時行うこ
とで、創造的な
業務へ重点化す
ることである。
　今後はＡＩ技
術を活用し、さらに人の創造性を喚
起するシステムを提供してゆく所存
である。
（上席執行役員開発本部エンジニア
リング開発部長）

　当社では社内にＢＩＭ／ＣＩＭ専
門部署を立ち上げ、ＢＩＭ／ＣＩＭ
技術を利用した現場支援を行ってい
る。ＣＩＭについては図面の３Ｄモ
デル化を積極的に推進し、発注者や
作業員との打ち合わせ、近隣住民へ
の工事説明会などに利用している。
　３Ｄモデルの使用は複雑な構造物
や詳細な作業工程について共通認識
を得るまでの時間が短縮され、その
分密度の濃い打ち合わせを行うこと
ができる。また、データをクラウド
上で運用するため、離れた場所での
打ち合わせなども容易になる。これ

らは数値では表
すことが難しい
業務や移動の時
短で効果を生ん
でいる。
　一方でＣＩＭの継続的な利用に
は、３Ｄモデル作成の効率化と利用
する事での具体的なメリットについ
て社内周知が必要である。

（土木本部土木設計部次長）

　当社において国土交通省案件を中
心にＣＩＭ実行計画書施工を進め
ている段階である。省力化・省人化
がこれまで以上に求められる中、さ
まざまなＤＸ技術を取り入れＣＩＭ
推進に取り組んでおり、その中心と
なるのはＩＣＴ土工である。
　ＵＡＶ測量で得たデータからマシ
ンガイダンスや転圧管理への活用、
地形モデルデータから掘削形状等々
の設計照査景観照査などを行って
いる。また３Ｄモデル化することに
より既設構造物との干渉チェック、
３次元での工事進ちょく管理、発注

者協議での合意
形成に役立てて
いる。
　今後の課題は
さらに社内へ浸
透させることと、施工のオートメー
ション化であると考えている。
（土木本部土木エンジニアリングセ
ンターＣＩＭ推進部部長）

　ＢＩＭ／ＣＩＭは、工事関係者を
つなぐインターフェースであり同時
に現場職員のマネジメントツールと
して働き方改革に寄与するものと考
える。例えば、当社ＤＸ現場のＢＩ
Ｍ／ＣＩＭは、①発注者や関係者に
意図が伝わらず繰り返し行っていた
協議時間や、②そのために現場職員
が時間と労力をかけていた各種資料
作成時間を大幅に削減した。
　ＢＩＭ／ＣＩＭ導入の効果は多岐
に渡り具体的な効果算出は容易では
ないが、このＤＸ現場では、協議に
費やす総時間をおおむね従来の半分

以下に圧縮する
効果があったと
推測する。
　今後はこうし
た取り組みにつ
いて各現場自らの力で実践できる
「現場の自走」を目指し、ＢＩＭ／
ＣＩＭの定着を図っていきたい。
（土木本部土木ＤＸ推進部長）

　当社取り組みとして、大規模造成
を伴う建築工事にてＢＩＭ活用を行
っている。地形のＢＩＭモデル化を
当社のＲ＆Ｄセンターと連携しての
活用で、土工進ちょくの把握や状況
に応じた施工手順の妥当性検証など
も容易に行うことができ、構造物同
士の干渉確認など、工事の可視化に
よる施工精度の向上にもつながり、
働き方改革に貢献できた。
　さらに施工の３次元化により事業
主や関係機関との円滑な合意形成に
も効果を発揮した。課題としてはほ
とんどの案件で設計図のＢＩＭ化が

皆無のため、施
工者が設計図を
ＢＩＭ化する必
要となり施工者
だけに負担が生
じる。建設業界の発展につながるＢ
ＩＭ向上には、設計者をはじめ事業
主の理解が必要である。

（建築事業本部副本部長）

　当社では、ＢＩＭ／ＣＩＭデータ
と最新測量技術を連携させた新たな
ソリューションを取り扱っている。
通常の測量機に比べるとモデルデー
タを取り込むことができるので視覚
的に分かりやすく計測できる。ただ、
実際には活用方法が分からず導入の
障壁が高いのが現状となる。そこで
当社では、ユーザー向けにＢＩＭ／
ＣＩＭデータの活用を目的とした研
修を実施している。活用事例として、
出来形管理計測で取り込んだモデル
を見ながら簡単にポイント作成を実

施し、さらに計
測結果の帳票出
力まで行うこと
が可能なので作
業ミスの軽減や
省力化が期待できる。こういった活
用メリットを体感して頂くことで現
場の省力化等に貢献したいと考えて
いる。 　（代表取締役）

　西松建設ではＤＸビジョンを掲
げ、ＢＩＭ／ＣＩＭの取り組みを以
下の４領域に分類して生産性向上に
向け推進している。①フロントロー
ディングによる提案力向上、②施工
計画及び施工管理の高度化、③遠隔
化・自動化との連携、④ファブ化や
インフラ管理に向けた展開
　現状では主に、３Ｄモデルによる
設計照査や数量算出の効率化、可視
化による施工リスク低減とＶＲ・Ａ
Ｒによる理解促進、施工データの一
元管理やＩＣＴ施工・自動化施工へ
の活用などで、働き方改革に対して
一定の効果を発揮している。

　しかし、建設
業が真に改革・
発展を遂げるに
は、ＢＩＭ／Ｃ
ＩＭの特性を生
かした発注方式・工事管理手法の採
用や労働時間を建設生産システム全
体で捉えるといった、より広い視野
が肝要だと考える。

（土木部ＣＩＭ推進室室長）

　ＢＩＭ／ＣＩＭにおいて、当社で
は人材派遣事業とアウトソーシング
事業を開始し、契約先企業各社では
生産性向上のための活用が進んでい
る。ＢＩＭ／ＣＩＭ活用による分業
化が進むことで、ＢＩＭ／ＣＩＭス
キルを有するエンジニアが今後絶対
的に必要とされる。また、エンジニ
アのニーズの高まりによる採用推進
だけでなく、ライフイベントなどに
より現場を離れた社員がいずれＢＩ
Ｍ／ＣＩＭエンジニアとして復職で
きるなど、キャリアの選択肢増加に
つながるだろう。当社としてはＢＩ
Ｍ／ＣＩＭ人材を採用したい企業に

は人材派遣を、
工数削減によっ
て自社員のコア
業務集中を図り
たい企業にはア
ウトソーシングを企業のニーズに合
わせて提供することで、ＢＩＭ／Ｃ
ＩＭの活用推進と人材育成にリーダ
ーシップを持って業界に貢献した
い。 　（代表取締役社長）

　当社はＢＩＭ／ＣＩＭ改善に役立
つ３Ｄ業務改善ツールを提供してい
る。Ｄｏｔ３Ｄシリーズは手持ちの
端末で簡単に現場の３Ｄ点群化を実
現し、ｉＱ３　Ｃｏｎｎｅｃｔは現
場データと技術設計関連の３Ｄモデ
ルを３Ｄ空間で混在させ、安全作業
の検証などを各現場拠点と共有、作
業工数を削減する。ＳｋｅｔｃｈＵ
ｐと点群を併用すれば、３Ｄ初心者
でも直感的にモデルを作成できる。
　実例としては、小規模土工用３Ｄ
スキャン、アンカーボルトの傾斜角

自動測定、設計
３Ｄモデルと現
場スキャン３Ｄ
点群などがあ
り、現場作業の
軽減ツールとして機能している。手
軽な３Ｄ活用を下支えする会社とし
て積極的に活動したい。

（代表取締役社長）

　当社は橋梁上部工のＢＩＭ／ＣＩ
Ｍシステムを開発・販売している。
コンサルが自動設計システムから設
計情報属性（中間）ファイルを出力
し、ＣＩＭＧＩＲＤＥＲ経由で鋼
桁３次元モデルを出力する。細部情
報をＣＩＭＧＩＲＤＥＲで入力
し、付属物モデリング後に干渉チェ
ックを実施して最終成果を中間ファ
イルに書き出す。データの確からし
さは３次元モデル由来の出力図面で
チェック可能だ。この中間ファイル
は橋梁メーカーの自動原寸システム
に読み込むことが可能であり、従来

の２次元図面に
ありがちな図面
間の不整合がな
いデータが鋼桁
製造ラインに連
動し生産性も向上する。このような
新しいワークフローの実現が建コン
・橋建協・ベンダーの協力により間
近に迫っている。微力ながら貢献し
たい。 　（代表取締役）

　ＣＩＭ原則化２年目を迎え、受発
注者双方における生産性向上が喫緊
の課題となっている。特に、建設業
は担い手不足が深刻であるため、前
田建設ではＣＩＭ履行の際、国内外
のグループ会社と連携し、現場支援
の効率化に努めている。
　また、ＣＩＭ高度技術人材を軸に
現場へのコンサルティング、若手社
員への技術研修および付加価値向上
（技術開発）に取り組み、ＣＩＭ運
用の負担・手間の軽減を実行してい
る。
　今後、生産性向上にはコンカレン
トエンジニアリングの徹底と共にＣ

ＩＭが不可欠と
なる。そのため
には、ウォータ
ーフォール型か
らの脱却が鍵で
あり、データの二重管理、図面の後
追い対応といったＣＩＭ特有の課題
に取り組むことが肝要である。
（土木事業本部土木技術部ＢＩＭ／
ＣＩＭ推進グループ・主任）

　当社は、ダム基礎グラウチングや
法面・地盤改良工事を得意とし、見
えない地中の安定を確保する仕事に
プライドを持って取り組んでいる。
　ＢＩＭ／ＣＩＭ技術を活用し、見
えない部分を可視化した事例を２つ
紹介する。①導水路補修工：既設の
覆工と補強用のレジンコンクリート
パネルの干渉の有無を確認するた
め、レーザースキャナーを用いた３
次元測量を実施　②地盤改良工事：
設計モデルの作成から施工履歴の可
視化、完成後の品質データ抽出　
　これらのプロセスは、工事管理経

験のないバック
オフィス人材を
育成し実施して
おり、工事未経
験者が活躍する
未来がここにある。当社は、教育や
役割分担を見直し、働き方改革を推
進することで「未来のふつう」を創
ることを目指している。

（東京支店ＤＸ推進部長）


